
徳島大学病院治験・研究登録者制度/ e-learning体制の導入

【2018年4月～】



【 臨床研究教育の現状と e-learning体制の導入予定】

①研究者が事前参加あるいは当日受
付で「氏名、所属」を記入後、約1時間
のセミナーを聴講。

②セミナー終了後、参加名簿を参考に、
センターがToCMSの登録者名簿から各受

講者の受講歴を更新。新規の場合は、名
簿から登録者追加。

③上記手続き完了と研究者がToCMS新

規ユーザー登録後に臨床試験の申請
可能

①受講者が各自のPCで徳島大学全学
LMSにログイン
※cアカウントでログイン

②動画教材受講。確認テストを実施。
※動画（10-15分x10本、計約2時間）
※確認テスト（約10問すべて正解で出席扱い）

③毎月１度、センターが受講管理を行い、
受講歴を更新。
その後、研究者がToCMS新規ユーザー
登録を行い、臨床試験の申請可能

【現状】

【来年度予定 2018年4月～】



【 臨床研究の教育体制の変更予定 】

・大きく3点を変更
１．教育研修機会の確保
→現況：臨床試験を行うためには3年に1回は約1時間のセミナーを受講。

（臨床試験登録医の認定期間を３年間有効と規定）
変更案：有効期間を認定時の年度及び次年度に変更。（1年に１度教育を受講）

約2時間の受講。

２．教育内容の見直し・追加
→コンテンツの充実（国立大学附属病院臨床研究推進会議作成の教育シラバスに準じて、
徳島大学独自の教育内容も追加）、 e-learning導入

３．現在の研修受講管理体制の強化
→受講歴や認定書の電子化（受講認定書は必要に応じて研究者がToCMSより発行）
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【 別添：e-learningの入り口（案）①】

１．臨床試験管理センターHPから入る。



【 別添：e-learningの入り口（案）②】

２．e-learningのログインの説明書きと連絡先の表示



【 別添：e-learningの入り口③】

３．実際のログイン画面に飛ぶ



【 別添：e-learningの入り口④】



【 別添：e-learningの入り口⑤】

具体的な受講手順は、こちらに掲載します



【 別添：e-learningの入り口⑥】

最終確認テスト（１０問）を正解した「cアカウント」が参加記録として残ります。

動画

問題

最終確認



【 新教育体制Q＆A 】

Q1：cアカウントを二つ持っているのですが、どちらで受講しても良いのでしょうか？
（例：社会人大学院生）

A1：アカウントを２種類お持ちの場合は、職員としてのcアカウントで必ず受講して下さい。
その他理由で、２種類お持ちの場合はご連絡ください。

Q2：最初に受講し、その後何度も受講した場合、認定日は最初に受講した日付となるのでしょうか。
また、毎月e-learningを受講した場合、認定日は受講毎に延長されるのでしょうか。
受講履歴だけ残し、次年度更新となるのでしょうか。

A2：複数回受講した場合、初めて最終テストを全問正解した回の月を認定とします。
同じ年度内に何度受講されても、有効期限は延長されず、次年度末までです。
（各年度に１回は、教育を受けるという体制とお考え下さい。）

Q3：他施設で教育を受けているのですが、当院で臨床研究を行う場合、e-learningを受講しないと
いけませんか？

A3：当院で臨床研究を行う場合は、当院での教育を受講していただく必要がありますので、
受講して下さい。

Q4: 受講したかの確認は、従来通りToCMSの「ユーザー情報」から確認できますか？

A4：従来通り、ToCMS「ユーザー情報」から有効期限が確認できます。
（各年度１回の講習を忘れずにお願いします）

⇒その他、ご質問は徳島大学病院臨床試験管理センター first-ec@tokushima-u.ac.jp （内線3298）まで



【 新教育体制の注意点 】

①治験・研究者登録の認定期間が変わります。
→現況：臨床試験登録医の認定期間を３年間有効。
→変更：認定期間が「認定時の年度及び次年度」に変更。
※認定を継続するためには、次年度に必ず受講（1年に１度教育を受講）

②e-learningにて教育を基本的に受講。→cアカウントでログイン
対面講義は、更新用講義のみの予定です。

③研究者の受講管理は従来通り自身のToCMS「ユーザー情報」にて確認。
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